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実証概要
乾燥によって発生する水蒸気を間接加熱式汚泥乾燥機の加熱源として利用し、乾燥に要するエネルギーを削

減するシステムについて、①汚泥処理費用削減効果、②汚泥乾燥のエネルギー効率、③汚泥乾燥のランニング
コスト、④乾燥の安定性、⑤乾燥汚泥の燃料化・肥料化を実証する。

実証技術の特徴
【革新性】

・従来は棄てられていた乾燥排ガス中
の水蒸気潜熱を加熱用蒸気の加熱源
として利用し、乾燥の熱効率が向上
・焼却炉廃熱等が利用できない施設で
の汚泥乾燥コストを縮減
・乾燥排ガス量の大幅削減に伴い、排
ガス脱臭コストが削減される
【導入効果】

・乾燥のランニングコスト削減
・乾燥の温室効果ガス排出量削減
【乾燥機を導入する効果】

・汚泥処理処分費が削減される
・有効利用用途が広がる
・汚泥取扱性や保存性が向上する
・衛生的安全性が向上する

実証技術の概要

赤：水蒸気ライン、濃緑：汚泥ライン、薄緑：乾燥排ガス

乾燥排ガスは、断熱膨張
で低温低圧になったドレ
ンを加熱し低圧の蒸気に
変えます。排ガス中の水
蒸気は潜熱を失い凝縮
水となります

2段蒸気圧縮システ
ムによって低温低圧
の蒸気を断熱圧縮し
高温高圧の加熱用
蒸気にします

加熱用蒸気は汚泥を加熱乾
燥させて潜熱を失い凝縮して
ドレンとなります。
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乾燥排ガスを排出す
るための過熱蒸気

システム始動時に使用
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